





Report on lake/marine sediment coring from ice surface (JARE-58/59)
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　Abstract:　Lake and marine sediment coring were carried out in the Soya Coast in East 
Antarctica, during the 2017⊖2018 summer season as part of the 58/59th Japanese Antarctic 
Research Expedition (JARE). The ﬁeld party consisted of one biologist from the JARE 58 
wintering team, two geomorphologists and two biologists from an advance team of the 
JARE 59 summer members. Airborne access to Antarctica for the advance team was 
provided by Dronning Maud Land Air Network (DROMLAN). However, a continental 
ﬂight for the outward way was carried out by the Norwegian Polar Institute (NPI) due to a 
trouble of scheduling of DROMLAN ﬂights. Consequently, the JARE 59 members arrived 
at Syowa station via Troll station and Novolazarevskaya Airbase in early November 2017. 
Because the field team was isolated in the Kizahashi hut from late November until the 
arrival of Shirase due to sea ice conditions, one medical doctor also joined the ﬁeld party. 
In total 26 sediment cores were obtained from 23 lakes and shallow marine sites in West 
Ongul, Langhovde, Skarvsnes, and Skallen area using the newly developed portable piston 
corer. This report summarizes activities of this field expedition including fieldwork, 
logistics, and weather observation.
　??:　第 58/59 次日本南極地域観測隊（JARE-58/59）の活動の一部として，
2017⊖2018 の夏期に，宗谷海岸エリアにおいて凍結した湖面 / 海面上からの湖底・
海底堆積物の掘削を行った．本調査チームのメンバー構成は，JARE58 越冬隊の
生物隊員 1 名と，JARE59 の先遣隊として派遣された地形隊員 2 名および生物隊
員 2 名である．JARE59 の先遣隊の南極大陸へのアクセスについては，ドロンイ
ン グ モ ー ド ラ ン ド 航 空 ネ ッ ト ワ ー ク（Dronning Maud Land Air Network: 
DROMLAN）の提供する航空網を利用した．ただし，往路については DROMLAN
フライトスケジュールの混乱の影響を受けて，急遽 Norwegian Polar Institute（NPI）
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1．　は じ め に
　第 58/59 次日本南極地域観測隊（JARE-58/59）の活動の一部として，2017⊖2018 の夏期に，
宗谷海岸の湖沼域および沿岸域において湖氷 / 海氷上からの湖底・海底堆積物の掘削を実施
した．本調査は，第 58 次越冬隊に参加した生物隊員と，第 59 次夏隊に参加した地形隊員 2
名および生物隊員 2 名で実施した（表 1）．また，本調査チームは，海氷上の交通が困難に
なる 11 月後半～「しらせ」到着までの間，スカルブスネスにおいて昭和基地より孤立する．
このため，この孤立期間中，第 58 次越冬隊より医療隊員 1 名が調査に同行し，緊急事態に
備えることとした．
　本調査チームのうち，第 59 次夏隊員の南極大陸へのアクセスについては，往復路ともに
Antarctic logistics Center International（ALCI）社が提供するドロンイングモードランド航空ネッ
トワーク（Dronning Maud Land Air Network: DROMLAN）を用いた（以下，航空機を用いて
本隊に先駆けて南極入りしたチームを先遣隊と呼ぶ）．ただし，往路については DROMLAN
フライトスケジュールの混乱の影響を受けて，急遽 Norwegian Polar Institute（NPI）が提供
する大陸間フライトを利用することとなった．南アフリカのケープタウンから，トロール基
地およびノボラザレフスカヤ基地（以下ノボ基地）滑走路を経由して，昭和基地に到達した



















形・地質調査が実施されてきた（菅沼ほか，2012，2014，2016，2017；Suganuma et al., 




Fig. 1.  Access route from Cape Town, South Africa to Syowa station by DROMLAN.
? 1　隊員の役割分担













　第 58 次越冬隊に合流するため，本調査チームの第 59 次隊員 4 名は，他部門の隊員 14 名
とともに先遣隊（全 18 名）として，「しらせ」の到着に 1 カ月半以上先駆けて昭和基地に到
達する計画を立案した．先遣隊は 11 月 2 日発の大陸間フライトで，南アフリカのケープタ
ウンからノボ基地滑走路まで移動し，その後 2 便のフィーダーフライト（バスラーターボ機）
に分乗して 11 月 2 日および 3 日に昭和基地に到達することとした．帰路については，第 59
次越冬隊員である 5 名および「しらせ」で帰国する 1 名を除く先遣隊 12 名と，「しらせ」で
南極入りした 1 名を加えた計 13 名が，2 月 6 日のフィーダーフライトで昭和基地近傍の氷
床上滑走路（S17）からノボ基地に移動し，2 月 8 日の大陸間フライトで南極からケープタ
ウンに移動する計画とした．往復ともに航空路を用いたメンバーの全行動期間は 2017 年 10
月 28 日～ 2018 年 2 月 12 日となり，そのうち野外調査期間を 2017 年 11 月 6 日～ 2018 年 1
月 31 日の計 87 日間として予定した．また，湖底・海底堆積物掘削プロジェクトの実施期間
は，「しらせ」到着後に予定されているスカーレンなどへのヘリコプターオペレーションを








びスカーレンでの調査を計画した（図 2）．とくに 1 カ月以上の長期間滞在するきざはし浜
小屋には，充分な食料，燃料，およびその他の調査物資を第 58 次越冬期間中の 2017 年 9 月
























































　第 59 次夏隊のメンバーについては，凍結湖面 / 海面上行動，雪氷歩行，および露営技術
の習得を目的として，第 59 次隊全体の冬期総合訓練（2017 年 2 月 27 日～ 3 月 3 日，乗鞍
高原）とは別に，北海道東部の藻琴湖，能取湖，およびサロマ湖において訓練を実施した（2017






















また，預け荷物（22 kg 以下）についてはこの時点で ALCI に提出した．このため，残りのケー
プタウン滞在期間中には必要だが南極では不要となる私物については，ALCIに依頼してケー
プタウンに残置することとした．







Table 3.  List of domestic training.
24 ??????
ができたが，他国の隊についてはD02便を待つためスケジュールの大幅な遅れを強いられた．
結果として，11 月 3 日にボーイング社の 757 型機でケープタウンを出発し，トロール基地
滑走路とノボ基地滑走路を経由して，同日 2100 LT 頃に昭和基地北側海氷上の滑走路へ到達





（1）調査準備期間（2017 年 11 月 4 日～ 7 日）
　昭和基地に到着後，海氷上行動および雪上車運転訓練を実施し（図 4b），その後はそれぞ
れ前年度に第 58 次隊物資として，また第 59 次隊物資として DROMLAN で輸送した湖底・
海底堆積物掘削用機材の確認・整理を行った．また，湖氷 / 海氷上での活動に必要となるレ
スキュー関係物資の準備を行い，不足品については昭和基地の装備を借用した．
（2）西オングル島および周辺海域調査と旅行準備（2017 年 11 月 8 日～ 13 日）
















（3）ラングホブデおよび西ハムナ池調査（2017 年 11 月 14 日～ 16 日）




? 4　 （a）Troll 基地滑走路に着陸したボーイング 757 機，（b）海氷上訓練風景，（c）雪上車による海氷
上の移動，（d）救援フライトの着陸地点調査，（e）なまず池 BC，（f）救援フライトの候補地で
ある神の谷池の視察，（g，h，i）過般型パーカッションピストンコアラーを用いた氷上からの湖底・
海底堆積物掘削，（j）The Mountain equipment 社製 2m Dome テント．
Fig. 4.   (a) Boeing 757 landed at the Troll Airﬁeld, (b) Overview of training on sea ice, (c) Transportation on sea 
ice by snow vehicle, (d) Landing site survey for a search and rescue ﬂight, (e) Overview of the Namazu-
ike BC, (f) Observation of Kaminotani-ike as a potential landing site for a search and rescue ﬂight, (g, h, 






徒歩でざくろ池に到達した．ざくろ池において掘削を行い，湖底堆積物が 11 cm と非常に薄
いことを確認した．その後，ラングホブデの西側を経由して，雪鳥沢小屋に移動した（図 6）．














（4）スカルブスネス調査（2017 年 11 月 17 日～ 12 月 24 日）
　11 月 16 日に，スカルブスネスきざはし浜小屋への移動を行った（図 7）．その際，オーセ
ン湾への入り口付近に点在する氷山の周辺には既にパドルができはじめていた．11 月 17 日
～ 18 日には物資整理と堆積物の処理を行い，19 日にきざはし浜沖における救援フライトの
着陸地点の視察を行った．21 日にはあご池での堆積物掘削と，オーセン湾における救援フ
ライトの着陸地点の視察を行った（図 4d）．
　11 月 22 日には，なまず池 BC に移動し（図 7），キャンプの設営および神の谷池における
救援フライトの着陸地点の視察を実施した（図 4e，f）．23 日には，なまず池およびトリリ
ンググプタ北部のノリマタ湾（仮称）の海氷上からの掘削を実施した．なまず池では













イスを回避するために，牽引ロープを接続して数 10 m 以上離れた氷状の比較的良いところ
から牽引することが効果的であった．
















岸域における湖沼掘削で最長となる 487 cm の堆積物試料を採取することができた（図 4h）．




ときの測深によって，オスオイヤ島北西部から南側にかけて，海面下に水深 10 ～数 10 m の
湖盆状の地形があることが確認された．これらの海面下の湖盆は，海面が低下していた時期
には湖沼となっていた可能性がある．オスオイヤ島南の水深 15 m の掘削地点において，





















4 m のポリカーボネートパイプを載せることができないため，現地にて 1.5 m のポリカーボ
ネートパイプをジョイントで連結して約 3 m のコアラーを組み立てた．氷厚は約 2 m で，11
月中旬とほとんど変化がなかったが，氷状は大きく変化しており，氷は脆弱で各所に割れ目
が走っていた．そのため，当初想定していた湖面への着陸を断念し，湖岸の平坦面に着陸し




（5）スカーレン（2017 年 12 月 25 日～ 29 日）
　12 月 25 日に，自衛隊ヘリコプター（CH101 機）を用いてスカーレンへ移動した（図 8）．









　12 月 26 日には，スカーレン大池の堆積物掘削を実施した．湖氷の薄い湖氷縁辺部を渡る
際には，安全のため湖岸から安定した湖氷の間にロープを張り，テント用マットを連続して
6 枚敷き，ハーネスを装着して渡った．水深約 9.8 m 地点において堆積物の掘削を実施し，
















（6）ハス池での掘削（2018 年 1 月 7 日）
　1 月 2 日にきざはし浜小屋に戻って以降，地形チームおよび生物チームはそれぞれの調査





























































（7）物資整理・帰国準備（2018 年 2 月 1 日～ 11 日）
　2 月 6 日のフィーダーフライトにて S17 を出発するため，すべての輸送物資の梱包・集積
を 2 月 5 日までに終了する必要があった．そこで地形チームは，1 月 31 日までに全調査を
終了し，2 月 1 日から昭和基地において撤収作業を開始した．採取した試料の整理について
は停滞日などに随時進めていたため，主に帰国物資の最終梱包などを行った．しかし，2 月
に入り，悪天候などの理由により DROMLAN の大陸間フライトは当初の予定より 4 日遅い
2 月 12 日に変更され，フィーダーフライトも数回の変更を経て，最終的には 5 日遅れの 2






ていた自衛隊のヘリコプター 2 機と，観測隊ヘリコプター 1 機がすべて飛行不可になったと
すると，むしろ S17 に多数の人員を残す方がリスクが大きい．しかし，実際は悪天のため，




　前述の通り，ノボ基地滑走路へのフィーダーフライトは 2 月 11 日となった．ノボ基地滑
走路到着後，3 名の隊員はマイトリ基地で 1 泊し，重力測定と今後の観測協力のための打ち
合せを行った．残りの隊員はノボ基地滑走路の宿泊施設で 1 泊し，翌日の大陸間フライトに
備えた．ケープタウンには当初予定より 4 日遅れの 2 月 12 日の夜に到着した．ケープタウ
ン滞在中は，人員・物資の確認などを行い，2 月 16 日便でケープタウン空港を出発し，シ
ンガポールを経由して予定より 5 日遅れの 2 月 17 日の夕刻に日本（成田）に到着した．
3.2.?????
3.2.1.?日本から南極への物資輸送
　前述のように，本調査チームのメンバーのうち 1 名は，第 58 次越冬隊として，前年度よ

















　事前に輸送した先遣隊の物資は，11 月 1 日には昭和基地に到着した．これらの輸送物資
の積み下ろしおよび基地への輸送はすべて昭和基地の越冬隊員によって行われた．
3.2.2?南極から日本への物資輸送
　前述のように，復路は計 13 名の JARE メンバーが DROMLAN の大陸間フライトを利用し
てケープタウンまで移動した．この際，厳しい重量制限があったため，一部の観測機器を除





























　通信機器として，イリジウム衛星携帯電話 3 台，本調査チーム内交信用に UHF/VHF 無線













　前述のように，スカルブスネスへの移動の際は昭和基地にある雪上車 2 台（SM414 およ







を受けるまでの本調査チームの行動予定日数は 40 日間である．そこで，10 日程度の予備を
含め，都合 40 日分のキャンプ食料，および 50 日分の行動食を準備した．また，きざはし浜



















　医療機器・医薬品の使用訓練については 2017 年 10 月 17 日に第 59 次隊の医療隊員の協力
? 6　通信機リスト
Table 6.  List of equipment for communication.
37????????????????????????
? 7　食料品リスト（1/2）
Table 7.  List of foods. (1/2)
38 ??????
? 7　食料品リスト（2/2）















し，11 月半ば以降は概ね 0˚C 前後で推移した．12 月以降は，気温が 5˚C 近くに上昇する日
もあった．この結果，調査対象としていた湖沼・海域の融解が 12 月以降に急激に進んだ．
11 月から 1 月初頭までは全般的に好天に恵まれ，比較的順調に訓練やヘリコプターによる
調査を実施できた．
3.3.8.?地形図，航空・衛星写真，GPS
　地理院発行の地形図および Google Earth の衛星画像データを利用して，事前に調査予定地
やルートの安全確認を行った．調査行動中および移動中は，各自が常に 1 周波コードの携帯
























　本プロジェクトを実施するにあたり，第 58 次隊の岡田雅樹越冬隊長，第 59 次隊の土井浩
一郎総隊長，木津暢彦越冬隊長，および両次隊の隊員には多大なるご協力と激励を頂いた．
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